













氏     名 田口 一恵  
学 位 の 種 類        博士（医学） 
学 位 記 番 号        博甲第  ９５６４  号 
学位授与年月        令和２年３月２５日 
学位授与の要件        学位規則第４条第１項該当 
審 査 研 究 科        人間総合科学研究科 
学位論文題目        高齢嚥下障害患者における Videofluoroscopic Dysphagia  
Scale を用いた経口摂取に係る因子についての研究 
主 査            筑波大学教授 博士（医学）  前野 哲博  
副 査          筑波大学教授 Ph.D.    近藤 正英 
副 査          筑波大学准教授 博士（医学）  石井 一弘 
副 査          筑波大学講師 博士（医学）  丸島 愛樹 
 
論文の内容の要旨 







(Videofluoroscopy, 以下 VF)の定量的な評価方法として用いられる Videofluoroscopic Dysphagia Scale 








対象に対して，著者は，体位はギャッジアップ 30°とし，約 2ml のゼリーを 2 回摂取してもらい，X
線透視下にてビデオ撮影を実施している．ゼリー摂食は計 2 回行われ，VDS の判定は医師 1 名と，当
該患者担当の言語聴覚療法士の合計 2 名により，VF 画像から総合的に判断されている． 
著者は，対象患者を退院時経口摂取群，退院時非経口摂取群の 2 群に分類し，まずは退院時の経口摂
取をアウトカムとした解析を行い， 2 群間の比較を実施している． さらに，サブグループ解析として，
VF にて誤嚥なしと判断した患者に絞り，同様に患者背景や VDS スコアにつき調査している． 







39 例が対象患者として抽出された．退院時経口摂取群 13 例，非経口摂取群 26 例の 2 群間で年齢以
外，患者背景に統計学的有意差は見られなかった（p＝0.043）． VDS スコアについては，「咽頭壁付着」
と「誤嚥」の項目のみ，退院時非経口摂取群が統計学的有意に高かった． (それぞれ，p=0.009, p=0.005). 
またサブグループ解析においては， 26 例が抽出された. 2 群間において，年齢以外，患者背景に統計学
的有意差は見られなかった（p＝0.039）． VDS 各スコアと VDS 合計点について，2 群間で有意差が認
められたのは，「咽頭壁付着」のみであった (p=0.048)． 
各解析における，退院時経口摂取をアウトカムとした VDS 合計点のカットオフ値は 51.75 点で，感度
76.9％，特異度 61.5％であった．またサブグループにおける VDS 合計点のカットオフ値について，先






















本研究は，嚥下機能評価に VF における VDS のスコアを用いることで，嚥下のステージ別に退院時
非経口摂取と関連する要因を評価した独創的な研究である．本研究により，重度の高齢嚥下障害患者に
おいて，嚥下のステージの中でも特に咽頭壁付着が退院時経口摂取と関連することを明らかにしたこと
は，臨床の現場における患者の予後予測において，有用性の高い知見であると考えられる． 
令和２年１月６日，学位論文審査委員会において，審査委員全員出席のもと論文について説明を求め，
関連事項について質疑応答を行い，最終試験を行った．その結果，審査委員全員が合格と判定した． 
よって，著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める． 
 
